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高知県リハビリテーション研究会 賛助会員募集のお知らせ 

 

高知県リハビリテーション研究会   

会長 宮本 寛  

                     

 

高知県リハビリテーション研究会は皆様のご支援があり長い歴史を誇る有志団体として高知

県を元気にしていきたい思いで様々な活動を行って参りました。それが近年になりコロナ禍の影

響もあり財政難に直面し、事業の継続が困難な状態に陥っております。  

しかし全国的にも高い高齢化率の高知県において、我々の活動はむしろこれから大いに必要

とされると自覚しており、なんとか継続への道を模索してまいりました。 

 そこでこの度、私たちは新たな賛助会員を募集することとしました。  

  

賛助会員の特典としては、以下のようなものをご用意しております。  

  

1. 賛助会員契約を結んでいただけた組織の職員は、高知県リハビリテーション研究会の 

年 5 回のオンライン勉強会と、年 1 回以上の研究大会への無料参加が可能です。  

 

2. 上記勉強会、研究大会で賛助会員としてご紹介させていただきます。  

 

3. 高知県リハビリテーション研究会 HP にて、各施設の HP のリンク設定が可能です。  

  

 

また職員の参加費が無料になる事から、組織規模により会費を設定しております。  

  

組織人数 年会費 

100 人以上 50,000 円 

50～99 人 30,000 円 

10～49 人 15,000 円 

1～9 人 5,000 円 

 

みなさまからのご支援は、私たちの活動の継続だけでなく、より広く発展させるための重要 

な要素です。皆さまのご協力に理事一同、心から感謝しています。 

リハ研 HP へ リハ研 HP(賛助会員ページ)へ 



高知県リハビリテーション研究大会の歩み 

回 開催年月 大会テーマ等 回 開催年月 大会テーマ等 

1 1989年 12月 社会復帰をめざして 29 2006 年 12 月 栄養さえとったらえいが？食べれたらえいが？ 

2 1990年 12月 在宅か施設か病院か 30 2007 年 6 月 在宅ケアはどこまで可能か 

3 1991年 12月 生活障害を考える 臨時 2007 年 9 月 在宅ケアはどこまで可能か 第２弾 

4 1992年 12月 いま、地域は変われるか 31 2007 年 12 月 在宅ケアはどこまで可能か 第３弾 

5 1993年 12月 動き始めた地域！ 32 2008 年 6 月 障害のある人の生活支援 

6 1994年 12月 ノーマライゼーションを考える 33 2009 年 3 月 在宅ケアはどこまで可能か 第４弾 

7 1995 年 5 月 見つめ直そう！生活の質 34 2009 年 7 月 昼から（ぶっちゃけ）生トーク 

8 1995年 12月 ケアって何？ 35 2010 年 2 月 あきらめたらいかん!！ 

9 1996 年 5 月 地域は変わったか 36 2010 年 7 月 これからの日本の地域ケアについて 

10 1996年 12月 チームでケアする 37 2011 年 3 月 通所サービスの未来を語る 

11 1997 年 5 月 やりゆうかね、生活支援 38 2011 年 9 月 これでえいかね？！通所サービス 

12 1997年 12月 とびだせ！障害者 39 2012 年 7 月 東部発 家でくらす！地域でくらす！ 

13 1998 年 5 月 あたりまえの生活を実現するために 40 2012 年 12 月 障害のある人のライフサイクルをつなぐ 

14 1998年 12月 健やかな生活をめざして 41 2013 年 7 月 私にもできることがある 

15 1999 年 5 月 地域にネットワークを 42 2013 年 12 月 災害に備えて “各専門職の立場から考える” 

16 1999年 12月 介護保険制度のゆくえ 43 2014 年 7 月 高知家で支える視覚障害リハビリテーション 

17 2000年 10月 ２０世紀のリハビリテーション白書 44 2015 年 1 月 生きるを支えるケア 

18 2001 年 5 月 広げよう交流の輪!! 45 2015 年 7 月 自分たちでつくる地域包括ケア 

19 2002 年 1 月 考えよう ２１世紀の縁（ネットワーク）のカタチ 46 2016 年 3 月 みんなで共有、高齢者・障害者の活動・参加につなげる裏ワザ！ 

20 2002 年 6 月 保護より機会を！ 47 2016 年 7 月 若年性認知症になっても社会とつながって生きる 

21 2002年 12月 介護の名のもとに役割を失った高齢者たち 48 2017 年 3 月 食への気づきから始まる、生活を支援するネットワーク 

22 2003 年 6 月 主役は誰？ 49 2017 年 7 月 社会資源だョ！全員集合！ 

23 2003年 12月 バトン～連携～は上手くわたっているか！？ 50 2018 年 2 月 高知県の未来をみんなで語ろう！リハ研に全員集合 

24 2004 年 5 月 見直そう！地域の底力 51 2018 年 12 月 高知家でつくりあげる地域包括ケア 

25 2004年 12月 わたしたち癒してますか？癒されていますか？ 52 2019 年 11 月 性と生の多様性 ～みんなで LGBTｓについて学ぼう～ 

26 2005 年 5 月 気づきからの広がり 53 2021 年 11 月 「人生会議」って知っちゅう？ 

27 2006 年 3 月 求められるバトン《連携》とは！？ 54 2022 年 11 月 生きづらさに寄り添い、多様性を認め合う当事者主体の地域づくり 

28 2006 年 6 月 新たな波 現場は今 55 2023 年 11 月 南海トラフ地震にどう向き合うか 

オンライン勉強会

回 開催年月 テーマ 回 開催年月 テーマ

1 2021年5月 医療機関、介護・福祉事業所におけるコロナ禍での活動について 10 2023 年 3 月 社会福祉協議会と医療介護事業所の連携 

2 2021年7月 リハビリテーションの理念をリハ職が理解する意義 11 2023 年 5 月 私らしい暮らしの提案 地域リハビリテーションとは！ 

3 2021年9月 性的少数者に対する基本知識の基礎の基礎 12 2023 年 8 月 高知のみんなに知ってほしい小児の摂食嚥下障害への取り組み 

4 2022年1月 進化した令和の高知家の視覚障害リハビリテーション 13 2023年10月 定期巡回サービスって、どう使う？ 

5 2022年3月 ピアサポートを医療・介護・福祉・教育の現場で利活用できないか？ 14 2024 年 1 月 高知県における性的少数者に関する課題と現状 

6 2022年5月 身寄りのない人の支援を考える（１）? 15 2024 年 3 月 デジタル社会に参加するために?の取り組みと報告 

7 2022年7月 地域共生社会と支えあいの地域づくり 16 2024 年 6 月 デイサービスでの働き方改革と DX の取組み 

8 2022年9月 当事者とその家族を中心においた支援とは 17 2024 年 7 月 酷暑を乗り越えるために?水分摂取と睡眠、そして呼吸? 

9 2023年1月 ロービジョンケアと 65 歳問題と高齢視覚障害者の事例 18 2024 年 9 月 ノーリフティングケア



高知県リハビリテーション研究会 入会申込書【賛助会員】 

 

年   月   日 

ふりがな 

団体名 

 

 

連 絡 先 

【所在地】〒   － 

ＴＥＬ：    （   ） ＦＡＸ：    （   ） 

e-mail： 

ふりがな 

担当者名 

 

 

組織人数 

※以下のうち、入会団体に該当する組織人数に☑をしてください。 

・ □1～ 9 人  ・ □10～49 人  ・ □50～99 人   ・ □100 人以上 

 【年会費】組織人数に応じて以下のとおり年会費が異なります。 

1～ 9 人：  ５，０００円 

10～49 人：１５，０００円 

50～99 人：３０，０００円 

100 人以上：５０，０００円 

 

【賛助会員として公表】 □希望する ・ □希望しない 

 

【ホームページリンク】 □希望する(URL：                ) ・ □希望しない 

 

【振込先】 

郵便振替口座 口座記号番号：０１６００－８－ １３０４４５ 

加 入 者 名：高知県リハビリテーション研究会  

    ※郵便局(ゆうちょ銀行)以外の金融機関から振り込みの場合 

      ゆうちょ銀行（金融機関コード 9900） 一六九店（イチロクキュウ店） 

      当座預金 口座番号：０１３０４４５ ＊名義は上の加入者名と同じ 

    ※恐れ入りますが、振込手数料は貴施設でのご負担でお願いいたします。 

 

 【その他】翌年度からの更新については、連絡先のメールアドレスにご案内させて頂きます。 

      また連絡先等に変更がありましたら、事務局までご連絡ください。 

 

 【事務局】高知県リハビリテーション研究会事務局 

〒781-5103 高知県高知市大津乙 1212-7 （株式会社幸） 

Tel 088-855-4163 FAX 088-855-4164 

メールアドレス：rihaken@rihaken.sakura.ne.jp 


